
運輸安全マネジメントに関する取り組み 
　　取り組み結果と安全目標（令和4年度・令和5年度）    
　                           　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　いわさきグループバス各社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鹿児島交通㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鹿児島交通観光バス㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 種子島・屋久島交通㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　１　輸送の安全に関する基本的な方針

　２　輸送の安全に関する目標およびその達成状況

　３　自動車事故報告規則第2条に規定する事故に関する統計

　４　輸送の安全に関する組織体制および指揮命令系統

　５　輸送の安全に関する重点施策

　６　輸送の安全に関する計画（令和５年度）

　７　事故・災害に関する報告連絡体制

　８　輸送の安全に関する教育および研修の計画

　９　輸送の安全に関する内部監査結果・措置内容

　10　輸送の安全に関する予算および実績額

　11　安全統括管理者

　12　安全管理規定

　平成18年 10月の運輸安全マネジメント導入に伴う道路運送法の一部を改正する

法律が施行されました。｢輸送の安全性を確保すること｣は運輸事業者の当然の責務

ですが、今回の改正法の施行により安全確保の義務が明確にされました。

　当社としては以前にも増してより安全・安心なバス会社を目指し、社長以下全従業

員が一丸となって輸送の安全を確保する為に次のとおり取り組んでまいります｡

１　　輸送の安全に関する基本的な方針

（１）社長および役員は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識

　　　し、全社員に輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底させること

　　　をはじめとし、社内において輸送の安全の確保について主導的な役割を果たし

　　　てまいります。

　　　また、現場における安全に関する声に真摯に耳を傾けるなど現場の状況を充分

に踏まえ、社会的責任を果たしてまいります｡



（２）輸送の安全に関する計画の策定（Plan）実行（Do）点検（Check）改善（Act）

のＰＤＣＡサイクルを確実に実施し、安全対策を不断に見直すことにより、全

社員が一丸となって業務を遂行することにより、絶えず輸送の安全性の向上に

努めて参ります。

　　　また、輸送の安全に関する情報については、積極的に公表いたします｡

２　輸送の安全に関する目標および達成状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年度）
　《年間スローガン》

　　　　　　　『死傷重大事故・車内(転倒)事故の撲滅。

                          　　接客・接遇の向上と厳正な点呼の実施。』 

  として、交通事故防止活動計画・接遇向上運動計画を策定を行い月間目標を設定

して重点的に取組みました。

月 月間安全目標 月 月間安全目標

４月

子供・高齢者の動向に注意  　  　

　　　《人身事故防止》
○車内危険行動のランキング

1　高齢者の座席移動に注意　　　

（前へ前へ）

2　信号待ちとバス停停車を間違え 

　ての立席に注意。

3　走行中での子供の不用意な座席

　移動に注意。

=車内アナウンス強化=
　「走行中の座席のご移動は大変

　　危険です。」

１０月

早目のライト点灯の励行

《薄暮時の事故防止》
○ライト点灯の目的

1　歩行者、自転車に対しバスの存

　在を知らせる。

2　薄暮時における歩行者、自転車

　乗りの早期発見。

3　上向きライトを行うことで前方

　視認が向上する。

（対向車や前に車がいる時は下向き

ライト）

=コメント=
・早めの点灯、上向きライトで視認

向上に努めましょう!!　

５月

右左折時安全確認の徹底 

《交差点における事故防止》

○右左折時の危険箇所と安全確認の

ポイント

1　横断歩道と巻き込み確認。

　（目視、ミラー確認徹底）

2　右左折時の一旦停止の励行。

3　交差点手前での車内確認と安全

な速度（減速）での進入。

=車内アナウンス強化=
　「この先、右へ曲がります。　　 

　　左へ曲がります。」

１１月

急発進・急停車の禁止

《車内転倒事故防止》

○車内転倒事故防止ポイント

1　空席がある場合は座席利用を促

　す。

2　立席乗客に対し、吊革・握り棒

　等の確実な利用を促す。

3　周りの状況を十分に把握し、割

　込み飛び出しに注意する。

=車内アナウンス強化=
1「やむをえず急停車する場合があ 

　　ります」2「空席がある場合は

お席をご利用下さい」3「吊革・握

り棒をおつかまりください」



６月

後退時の安全確認の徹底　

《車庫内事故防止》

○後退時（車庫入れ）安全確認のポ

イント

1　目視、ミラー、カメラによる確

　認徹底。

2　切り返し 2度入れの励行。

3　必要に応じた下車確認の励行。

（夜間、雨天時等）

=指差し呼称強化=
　「後ろ障害物なし。　　　　

　　　　　左右、安全確認よし。」

１２月

ゆとりある運転の励行　

《年末・年始の事故防止》

=ゆずりあいの運転=
　「お先へどうぞ。」　　　　

　<回復運転の厳禁>

＝コメント＝

　師走 12月は車が多くなり何かと

忙しくなる時期です。あせらず、渋

滞などイライラせずゆとりの気持ち

を持って運行しましょう。

７月

着席発車の徹底 

《車内転倒事故防止》

○事故防止ポイント

1　車内確認の徹底（指差し確認の 

　励行）

2　車内アナウンスの確実な実施。

3　立席時のスムーズな発進。（急 

　加速厳禁）

=車内アナウンス強化=
　「バスが発車します。　　　　　 

　　　　　　　ご注意ください。」

１月

車輌特性・路面状況に応じた運転

操作の励行

《オーバーハング・内輪差・　　

　　　　路面凍結等の事故防止》

○事故防止ポイント

1　車輌特性の再認識と的確なハン

　ドル操作と安全確認。

2　降雪時の確実なチェーン装着と

　最徐行通行。

3　装備資器材の点検整備とチェー 

　ン装着訓練の実施。

８月

飛び出し、追い越し注意 

《歩行者・自転車との事故防止》
○事故防止ポイント

1　飛び出し危険箇所の予測と速度

　の減速。

2　かもしれない運転の励行（人が

　飛び出してくるかも・・・）

3　自転車を追い越す際、十分な間 

　隔確保。

=コメント=
　「夏休み期間中です。開放感の子

供達の動きに注意。」

２月

適切な車間距離の保持

《追突事故防止》
○追突事故防止ポイント

1　速度と車間距離（常に止まれる

　速度と車間距離）

2　かもしれない運転、予測運転の

　励行。

3　あおり運転の厳禁。

=コメント=
　漫然運転から「だろう運転」へ、

最も危ない運転行動。

９月

信号標識の遵守

《交差点における事故防止》

○事故防止ポイント

　青信号・・・進むことができる。

　　　（安全を確認し進行）

　黄信号・・・止まれ（安全に停止

　　　　できない場合進行できる）

　赤信号・・・止まれ

=指差し確認の強化=
　「青信号よし。　　　　

　　　　黄信号、赤信号止まれ。」

３月

進路変更時の安全確認の徹底 

《かもしれない運転の励行》

○事故防止ポイント

1　早目の合図、3秒前の徹底。

2　みだりに進路変更しない。

3　バックミラー、目視での安全確

　認。

※後方から進行してくる車両に注意



《取り組み状況》

　　①ポスターの作成

　　　営業所内及び車庫休憩室にポスターを掲示し周知徹底を行いました。

　　②点呼、朝礼時に周知活動を行う

　　　点呼時において乗務員に対し周知徹底を行いました。

　　③取り組み状況の巡回活動

　　　本社安全指導部より各営業所に対し巡回活動を行いました。

　　④取り組み結果の報告

　　　各所属長より毎月の取り組み内容と達成状況について報告をさせました。

（２）安全指導部員による営業所巡視

交通安全期間中、本社安全指導部による営業所巡視ならびに抜き打ち早朝立会

い点呼を実施し、安全意識の啓発を行いました。

         　　　　

（３）本社安全指導部営業所巡視 　(統括責任者　取締役副社長　西村　将男）　

    　①春の全国交通安全運動期間中 令和4年4月 6日（水）～ 4月 15日（金） 

    　②夏の全国交通安全運動期間中 令和4年 7月11日（月）～ 7月20日（水）

    　③秋の全国交通安全運動期間中 令和4年 9月21日（水）～ 9月 30日（金）

　④年末年始の輸送等に関する安全総点検運動期間中

                          令和4年12月 10日（土）～ 令和5年1月10日(火）

（４）営業所会の実施(安全研修会)

  　　運行管理者および全運転手を対象に、事故防止・接遇について研修を実施

　　　しました。

　　②主な研修内容

　　　　1.車内事故防止の徹底

　　　　　　発生のメカニズムと確認ポイントの徹底

        2.接客・接遇の徹底

            接遇ビデオの視聴

            基本的な接客・接遇文の配布

        3.全国統計および自社事故統計によるバス事故の状況

        4.自社、(同業者)事故事例による検証ならびに事故防止策

（５）令和4年度の目標および達成状況

　　　

　目　　標　　　　重大事故の発生件数　　0件

　　　　達成状況　　　　重大事故の発生件数　　1件（達成）

（※令和5年度の目標）

     ①有責重大事故をゼロにする

     ②車内転倒事故の撲滅(前年度発生件数-50%）



     ③後退時における事故撲滅(前年度発生件数-50%）

     ④交通事故防止に対する意識改革

    　⑤有責事故件数対過去5ヶ年平均値の20％削減        (5年平均　→　10%削減）

                              (鹿児島交通㈱         　　57.2件　→　47.2件)

                              (種子島・屋久島交通㈱　　　1.2件　→   1.0件)

                              (鹿児島交通観光バス㈱　　　3.0件　→   3.0件)　

     ⑥点呼の実施による飲酒・酒気帯び運転の撲滅

３　自動車事故報告規則第2条に規定する事故統計（令和4年度）
　　

車内事故（自動車事故報告規則第2条第4号に該当するもの）　　　  0　　件

　　＊報告事案でないが運輸支局からの指示により報告の指示。

※別紙　「グループ会社  　  法人別　  事故内容詳細分類統計表  」  参照

４　輸送の安全に関する組織体制および指揮命令系統
　　

※別紙　「輸送の安全に関する組織体制および指揮命令系統」参照

５　輸送の安全に関する重点施策

当社は、輸送の安全に関する方針に基づき、『安全は全てに優先する』を

スローガンに掲げ、次に掲げる事項を実施していきます。

　　

①輸送の安全の確保が最も重要であるという認識を徹底し、関係法令及び

　安全管理規定に定められた事項を遵守する。

　　②輸送の安全に関する費用支出及び投資を積極的かつ効率的に行うよう努める。

 　 ③輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置又は予防措置を講じる。

    ④輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を

　　　伝達･共有する。

　　⑤輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを

　　　適確に実施する。

　　◎安全が最優先であることの意識の徹底

　　　社内での研修や営業所会議等で、安全が何よりも優先すること、それに関する

　　　法令を遵守することを説き、社員一人一人が同じ目的・目標に向い、安全第一

　　　の認識のもと、事故防止に努めていきます。

　　◎輸送の安全に関する重点施策の進捗状況のチェック

　　　運輸安全マネジメント委員会による「輸送の安全に関する重点施策」の進歩

　　　状況を適宜チェックします。運輸安全マネジメントに対する内部監査について



　　　も厳正に実施し、必要であれば改善を指示します。

　　◎情報の伝達、情報の共有化の強化

　　　各営業所には月刊発行の｢チームワーク｣はもとより、緊急通達や事故発生速報

　　　等により、情報の伝達及び情報の共有化の強化を図ることで、事故防止に役立

　　　てます。

　　◎事故防止への取組みの徹底

　　　当社の事故事例をもとにその原因や防止策について検討し、再発防止に努めて

　　　いきます。また、他社事例の情報を全社員で共有することにより、事故防止に

　　　役立てます。

　　◎日常業務に関する指導

　　　業務・労務部門による立会い点呼、安全指導部による添乗指導、拠点バス停に

　　　おける街頭指導などを抜き打ち的に行い、重点的な指導を必要とする者に対し

　　　ては、本社指導教養等により実施し、事故のない安全な運行に努めます。



６　輸送の安全に関する計画（令和５年度）

　《年間スローガン》

　　　　　　　　　　『死傷重大事故・車内(転倒)事故の撲滅』

        　　　　　　　  =発進時における車内確認の徹底=　　　　　　　

  として、交通事故防止活動計画・接遇向上運動計画を策定を行い月間目標を設定

して重点的に取組みます。

月 月間安全目標 月 月間安全目標

４月

子供・高齢者の動向に注意  　  　

　　　《人身事故防止》
○車内事故防止～危険行動の把握と

　対策の徹底。

1　高齢者の座席移動に注意　　　

（前へ前へ）

2　信号待ちとバス停停車を間違え 

　ての立席に注意。

3　走行中での子供の不用意な座席

　移動に注意。

=車内アナウンス強化=
　「走行中の座席のご移動は大変

　　危険です。」

１０月

早目のライト点灯の励行

《薄暮時の事故防止》
○ライト点灯の目的

1　歩行者、自転車に対しバスの存

　在を知らせる。

2　薄暮時における歩行者、自転車

　乗りの早期発見。

3　上向きライトを行うことで前方

　視認が向上する。

（対向車や前に車がいる時は下向き

ライト）

=コメント=
・早めの点灯、上向きライトで視認

向上に努めましょう!!　　

５月

右左折時安全確認の徹底 

《交差点における事故防止》

○右左折時の危険箇所と安全確認の

ポイント

1　横断歩道と巻き込み確認。

　（目視、ミラー確認徹底）

2　右左折時の一旦停止の励行。

3　交差点手前での車内確認と安全

な速度（減速）での進入。

=車内アナウンス強化=
　「この先、右へ曲がります。　　 

　　左へ曲がります。」

１１月

急発進・急停車の禁止

《車内転倒事故防止》

○車内転倒事故防止ポイント

1　空席がある場合は座席利用を促

　す。

2　立席乗客に対し、吊革・握り棒

　等の確実な利用を促す。

3　周りの状況を十分に把握し、割

　込み飛び出しに注意する。

=車内アナウンス強化=
1「やむをえず急停車する場合があ 

　　ります」2「空席がある場合は

お席をご利用下さい」3「吊革・握

り棒をおつかまりください」



６月

後退時の安全確認の徹底　

《車庫内事故防止》

○後退時（車庫入れ）安全確認のポ

イント

1　目視、ミラー、カメラによる確

　認徹底。

2　切り返し 2度入れの励行。

3　必要に応じた降車確認の励行。

（夜間、雨天時等）

=指差し確認強化=
　「後ろ障害物なし。　　　　

　　　　　左右、安全確認よし。」

１２月

ゆとりある運転の励行　

《年末・年始の事故防止》

=ゆずりあいの運転=
　「お先へどうぞ。」　　　　

　<回復運転の厳禁>

＝コメント＝

　師走 12月は車が多くなり何かと

忙しくなる時期です。あせらず、渋

滞などイライラせずゆとりの気持ち

を持って運行しましょう。

７月

着席発車の徹底 

《車内転倒事故防止》

○事故防止ポイント

1　車内確認の徹底（指差し確認の 

　励行）

2　車内アナウンスの確実な実施。

3　立席時のスムーズな発進。（急 

　加速厳禁）

=車内アナウンス強化=
　「バスが発車します。　　　　　 

　　　　　　　ご注意ください。」

１月

車輌特性・路面状況に応じた運転

操作の励行

《オーバーハング・内輪差・　　

　　　　路面凍結等の事故防止》

○事故防止ポイント

1　車輌特性の再認識と的確なハン

　ドル操作と安全確認。

2　降雪時の確実なチェーン装着と

　最徐行通行。

3　装備資器材の点検整備とチェー 

　ン装着訓練の実施。

８月

飛び出し、追い越し注意 

《歩行者・自転車との事故防止》
○事故防止ポイント

1　飛び出し危険箇所の予測と速度

　の減速。

2　かもしれない運転の励行（人が

　飛び出してくるかも・・・）

3　自転車を追い越す際、十分な間 

　隔確保。

=コメント=
　「夏休み期間中です。開放感の子

供達の動きに注意」

２月

適切な車間距離の保持

《追突事故防止》
○追突事故防止ポイント

1　速度と車間距離（常に止まれる

　速度と車間距離）

2　かもしれない運転、予測運転の

　励行。

3　あおり運転の厳禁。

=コメント=
　漫然運転から「だろう運転」へ、

最も危ない運転行動。

９月

信号・標識の遵守

《交差点における事故防止》

○事故防止ポイント

　青信号・・・進むことができる。

　　　（安全を確認し進行）

　黄信号・・・止まれ（安全に停止

　　　　できない場合進行できる）

　赤信号・・・止まれ

=指差し確認の強化=
　「青信号よし。　　　　

　　　　　黄信号、赤信号止まれ」

３月

進路変更時の安全確認の徹底 

《かもしれない運転の励行》

○事故防止ポイント

1　早目の合図、3秒前の徹底。

2　みだりに進路変更しない。

3　バックミラー、目視での安全確

　認。

※後方から進行してくる車両に注意



７　事故・災害等に関する報告連絡体制
　　※別紙　｢事故・災害等に関する報告体制｣参照

８　輸送の安全に関する教育および研修の計画

（１）運行管理の実施体制確立

　　①適切な勤務割による乗務員の配置

　　②定期点検整備及び運行前点検・終業点検の確実な実施

　　③厳格な運行前点呼・終了点呼の徹底

　　（運行・健康状態・アルコール・車輌・携行品・服装・道路状況・適確な指示）

④事故災害発生時における連絡通報の迅速対応

（交通事故発生時の措置要領）

　　⑤健康の自主管理/適切な睡眠時間の確保

　　（睡眠時無呼吸症候群検査受診）

　　⑥高速道路の安全運行指示の徹底

　　（法定速度の遵守とシートベルトの着用案内の徹底）

（２）事故防止強化月間の設定

　　　毎月20日　　事故ゼロの日　（ゼロ旗の掲出）

　　　

（３）運転手指導教養の充実

　　①事故惹起者、苦情多発者に対する本社指導教養の実施

　　②運転適性診断票（3年に1度受講）の活用及び個別指導

　　③安全指導課による実車添乗指導及び拠点街頭指導

　　④経験年数毎（3年5年10年20年30年）研修　　　

　　⑤各営業所との定期的な意見交換

　　⑥整備講習/車内事故防止講習会の実施（運行管理者ならびに全運転士対象）

　　　　　実施計画・・・年12回（月1回）定期的に実施

（４）その他事故防止対策の充実

　　①月別・営業所別事故統計表の作成と活用

　　②各営業所における事故事例検証

　　③他社事故事例の収集分析、防止策・対応策の周知徹底

　　④運転手のヒヤリ・ハット体験報告に基づく情報の共有化、注意個所の周知徹底

　　⑤団体・個人の無事故表彰の実施（各種社外無事故表彰の受賞促進）

９　輸送の安全に関する内部監査結果・措置内容
　

　(1)監査対象部門    　　　　　

　　(2)実施日　　　　　　

　　(3)監査員　　　　　(令和4年度の内部監査は実施しておりません。） 

(4)監査内容                

　　(5)監査結果

　　　　



10　輸送の安全に関する予算および実績額(グループ全体）

　（１）令和 4年度の実績

　　　①運転手研修会参加のための費用・・・・・・・・・・・・２４万円

　　　　安全運転中央研修所　旅客自動車運転者課程受講（２名）　　　　
　　　

　　　②安全マネジメント等事故防止研修会参加費用・・・・・・・５万円

　　　③ドライブレコーダー機器購入代・・・・・・・・・・・４８０万円
 　　　

　（２）令和5年度の予算

　　　①運行管理や研修会の実施・・・・・・・・・・・・・・・１０万円

　　　　安全マネジメント体制の更なる確立、労務管理の徹底、法令遵守、

　　　　安全教育等について実施する。教材費の購入等。　　　

　　　　

　　　②アルコール検知器の更新費用（令和４年度予定）・・・・１０万円　　

　　　　飲酒・酒気帯び運転の撲滅を図る。

　　　　　※未対応営業所対面点呼用アルコール機器の更新を行う。　　
　　　　　 　　　　　　

 　 　③運転手研修会の実施費用・・・・・・・・・・・・・・・２５万円

　　　　安全運転訓練、事故防止のための研修会を実施し、事故防止を図る。

　　　　教材費の購入費等。

　　　④ドライブレコーダー購入費用・・・・・・・・・・・・２００万円

　　　　路線バスへドライブレコーダー装着を順次行い、安全運転管理等を

　　　　徹底し、事故防止と接客・接遇の向上に努めるとともに事故発生時

　　　　における分析・事故防止に努める。

11　安全統括管理者
　　

西村将男　（代表取締役副社長）

12　安全管理規定
　　

※  別紙「いわさきグループバス各社安全管理規定」の参照  


